
府中市市民活動センター 第２回運営協議会  議事録 

 

■日 時：第 1回運営協議会での提案の通り、以下 2回に分けて開催する。 

①2024 年 10月 2日（水）19:00～21:00 

②2024 年 12月 4日（水）19:00～21:00 

■会 場：プラッツ 6 階 第 3 会議室 

■参加者： 

委員：岩佐 浩典 （明治安田生命 武蔵野支社 府中中央営業所長） 

駒ヶ嶺 久美 (副委員長、府中市市民協働研究会） 

西郷 匠 （府中動画配信部） 

進藤 美津江 （市民活動コーディネーター卵の会） 

関根 正敏 （委員長、中央大学商学部 准教授） 

藤原 美江 （府中童謡の会） 

小塚 栄志 （府中市協働共創推進課課長） 

林 丈雄 （府中市市民活動センター プラッツ館長） 

牧野 岳 （府中市市民活動センター プラッツ施設管理課長） 

松木 紀美子 （府中市自治会連合会総務部） 

 

事務局：高橋、玉村、道具  

オブザーバー：加瀬、小池 （府中市協働共創推進課課長） 

田代、春山 （府中市市民活動センター）       （敬称略） 

 

■次 第 

１．開 会 

２．挨 拶   関根委員長挨拶 

３．委員・事務局自己紹介  各委員の自己紹介 

４．議 事   進行：関根委員長 

・各委員のバックグラウンドや活動紹介 

【前半：10/2開催（発表者 5名）】 

〇A委員 

・プラッツが開催しているつなぎすと養成講座を受講したことがスタートになっている。また、

仕事が中心だったため、「市内に友だちがいないかも」と思ったことが課題の一つで、この

課題意識が居場所を作りたいということにつながっている。 

・現在の活動は、「ほっこりカフェ」「kokoiko の市民ライター」「府中市市民協働研究会」そ

して今一番力を注いでいるのが「府中市民協働まつり」。昨年実行委員長を担い、いろい

ろな意見を聞いた。さらにブラッシュアップしてより良い協働まつりの支援を行っていきた



い。 

・最近は、主婦はこうあるべきだ、母はこうあるべきだととらわれている人が多いと感じる。

そうではないという発信をしていきたいとも思っている。 

 

〇B委員 

・所属企業の紹介を行う。社会的価値の向上と経済的価値の向上を 2030 年までに目指

す姿としている。そして、「生命保険会社の役割をこえる」ことを目指している。「確かな安

心を、いつまでも」をお届けすることを使命に、もっと健やかに、もっと暮らしやすい地域に

するために、地域の橋渡し役として社会的なつながりを提供したり、みんなの健活プロジェ

クトも行っている。府中市や社会福祉協議会、フードバンク府中などの支援の他、健康増

進イベント、血管年齢測定やベジチェック、スポーツ支援、企業、団体、自治体との連携協

定、祭事への出展などの他、その他、社会貢献として各社員が各地域でボランティア活動

などの後押しをする社内運動を長年取り組んでいる。地域で愛され応援される会社を 

目指している。 

 

〇C委員 

・府中童謡の会の始まりは、当時の市長が童謡でまちづくりという提言をされたことがきっ

かけで 38 年経つ。自身と同じ茨城県出身で、府中の郷土民謡である「府中小唄」の作詞

を手がけている野口雨情との縁もある。 

・現在の活動は、「童謡唱歌の集い」「敬老の日のイベント」「コカリナ演奏」「高齢者施設へ 

の訪問」「被災地支援」などで、「童謡唱歌の集い」は、参加者の健康づくりにつながってい

る。また、「高齢者施設訪問」では、童謡が一番人気である。 

・プラ net を見た方から問合せがくる。これからは、団体独自のホームページをつくる検討

をし、広報に改めて力を入れたい。 

 

〇D委員 

・府中市協働共創推進課は、プラッツの運営をはじめとして、市民協働に取り組む人を増や

し、既に取り組んでいる人をバックアップすること、また府中市の行政課題を市民と一緒に

解決すること、この 2つを大きな柱として活動している。 

・市民活動の担い手を育てる事業のひとつとして、「子どもの社会貢献体験イベント奨励金」

事業を行っている。この事業は、子どもの頃に社会貢献活動に触れたり体験することで、

将来、市民活動の担い手として活動をする人が増えていくとの想定をし、子どもが社会貢

献体験ができる企画に奨励金を提供する企画です。 

・「価値共創促進事業」は、府中市が、民間団体や企業や教育機関と一緒に解決したい課題

を提案するもので、子育てや教育、環境、文化やスポーツなどさまざまな提案を府中市の

HPに掲載している。この事業を通じて、一緒に府中市を盛り上げていきたいと考えている。 



 

〇E委員 

・プラッツは、市民協働のまちづくりを推進する拠点として施設運営のハード面と団体の支

援やコーディネートのソフト面の両面を担っている。例えば、市民や団体がご自身が担い

手となっていろんな活動につなげられることを一番の主に置きながら、企業や行政とつな

げるなどしている。 

・市民活動登録団体は、開館前より増加している。市民活動ポータルサイト「プラ net」は、

団体の情報発信力を高める場となっており、社会貢献に取り組む企業や行政各課、自治

会などにもここに登録してもらうことで、市民活動団体との連携を促進したいと考えている。 

・また、「協働推進コーディネーター」の養成を実施しているが、さまざまなバックグラウンド

を持つ人が受講している。今後もそのメンバーや関心をもつ市民、企業、行政各課、自治

会などあらゆる思いのある人や機関が連携できる機会を増やし協働の輪を広げていきた

い。 

 

【後半：12/4開催（発表者 4名）】 

〇F委員 

・3つの団体に所属している。うち今回は、府中動画配信部での活動をもとに発表する。 

・この団体を立上げたのは、2020 年。幼少の頃から地域の活動に参加し、府中にはさま

ざまな人がいて、面白い人がたくさんいると感じていた。その人たちにフォーカスした動

画を制作することで、テレビとは全く別なジャンルのコンテンツができるのではないかと

思ったのが、団体立上げのきっかけである。 

・府中のことを知るうちに、府中には多くのイベントがあることに気づいた。記録として残す

ためにも、毎月市内のイベントを撮影し、月 1 回 YouTube にアップしている。市民に、

府中には多くのイベントがあることを知ってもらい、参加したいと思うきっかけになって

ほしい。 

 

〇G委員 

・さまざま活動しているが、うち今回は、府中市自治会連合会（以下、自治連）での活動を

もとに発表する。 

・数年前、突然地元で自治会ができたことを機に、自治連から声がかかった。自治連の取

り組みはさまざまあるが、地域の方たちにとって関心があることは、災害への備えである。

そこで、発電機などの貸出しやトランシーバーを使った地域同士のネットワークづくり、高

齢者の見守り活動や緩やかな関係性をつくるカフェ事業などに取り組んでいる。 

・若い世代にも自治会に入ってもらえるよう、回覧板のデジタル化など力を入れ始めてい

る。中には、若い世代が参加することで、新しい人を巻き込んだり取り組みが生まれたり

している地域もある。また、災害クッキングを 11 の文化センターを回り開催し、女性にも



活躍してもらっている。 

 

〇H委員 

・府中に引っ越してきたことを機に、運動や陶芸の活動に参加するようになった。 

・息子が海外で、現地の人たちに助けられていた。その恩返しができないかと、府中に住

む外国の方をサポートする、「府中国際交流サロン」のボランティアに参加するようになっ

た。コロナ禍でサロンが休止した際には、オリンピックなどのボランティアも経験した。 

・ファシリテーター養成講座や、東京都の多文化共生コーディネーター養成講座も受講し

た。今でも府中国際交流サロンのボランティアを続け、多文化共生センターDIVE のサ

ポーターとして外国人相談や通訳として活動。また、日本語教師として、外国人の子供た

ちに、日本語や生活も教えている。 

 

〇I委員（委員が教鞭を取る、学生 3名も発表に参加） 

・地域社会コミュニティの中でスポーツがどう行われているのか、現地調査などを通じて

研究している。また、学生たちと地域に出て、実際にプロジェクトをつくる授業を実施。現

在取り組んでいる 2つの事業について、学生から紹介する。 

・一つ目は、市内在住の家族を集め、姉妹都市である長野県佐久穂町で実施しているイ

ベントについて。姉妹都市交流の一環として、現地に行き白駒池トレッキングやプルーン

やリンゴ収穫、特産品でのバーベキューなどの体験をすることで、約 9 割がまた訪れた

いと回答する結果となった。 

・二つ目は、市内小学校で開催する防災イベントについて。お手軽パッククッキングのほか、

ハザードマップに関するワークショップ、消防署や企業とコラボしたスタンプラリーを開催

予定です。 

 

お互いのバックグラウンドを知り合うことで、今後の議論の活発化が期待される。次回会議の

内容については、事務局と委員長で改めて調整のうえ委員に共有することとなった。 

 

５．閉会 

 

※今年度の運営協議会の日程 

第 3回運営協議会 2025年 2月 5日（水）19:00-21:00 


